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　2021年の新春を迎えるにあたり、謹んで年頭の

ご挨拶を申し上げます。

　本年は、年末から年始にかけて大寒波に見舞わ

れ大雪の年明けとなりましたが、会員の皆様にお

かれましては、健やかに新年をお迎えのこととお

慶び申し上げます。

　また平素は、庄原法人会に対しまして格別のご

理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、昨年は、世界中が新型コロナウイルス感

染症との戦いを強いられた一年でした。

　国内においても現在、新型コロナ特別措置法に

基づく政府の緊急事態宣言が、首都圏の４都県と

関西３府県に発出されています。感染症の収束に

は長い年月がかかると言われています。皆様方お

一人お一人が、３密を避けマスク着用や手指の消

毒等を心がけることで、新しい日常生活が訪れる

ことを願います。

　このような状況の中、令和2年度の理事会・常

任理事会・総会等の行事もほとんどが書　面決議

や最少人数で開催せざるを得ませんでしたが、青

年部会による「租税教室」女性部会による「税に

関する絵はがきコンクール」の実施、庄原市と東

城町においての税務研修会の開催、共益事業とし

てフラワー通りと庄原税務署での花植え等を行い

ました。

　また、11月には庄原格致高等学校の教職員の皆

様とＰＴＡの皆様のご協力を頂き、新型コロナウ

イルス対策を実施したうえで、東城町出身で同校

卒業の落語家　林家ひろ木氏をお招きし；人生の

師匠を見つけよう；の演題で「第９回庄原の宝探

し」講演会を実施することができました。コロナ

禍のなか各種事業が実施できましたのも、関係諸

団体と会員の皆様のご協力のおかげだと感謝申し

上げます。

　法人会は70年を超える歴史を持つ、約80万社が

加入する経営者の団体です。税のオピニオンリー

ダとして企業の発展を支援し、地域の振興に寄与

し、国と社会の繁栄に貢献することを目的とし、

公平で健全な税制の実現を目指して会員企業の意

見や要望を反映しながら、税のあるべき姿や将来

像を見据えて建設的な提言を行っています。

　我が国の財政は地方を合わせた長期債務残高が

1,100兆円を超し国内総生産（ＧＤＰ）の２倍と、

先進国の中で突出して悪化しています。そこに今

回のコロナ対策による多額な債務が上乗せされま

した。将来世代に負担を先送りしないよう財政健

全化にも配慮し、社会保障制度の基本的考え方

や、国・地方を通じて徹底した行政改革の推進な

どについての全法連からの提言書を、昨年末庄原

市に持参し提言活動を行いました。

　未曾有の状況のなか税の果たす役割は、コロナ

収束後の国の財政再建にとってより一層重要にな

ることと思います。

　本年も事業計画に則り、市内の法人企業・団体

の絆を深めながら、目的達成のため努力してまい

りますので、公益社団法人庄原法人会に対し、税

務当局及び税理士会並びに会員の皆様方のより一

層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　終わりになりましたが、新しい年が会員企業の

ますますのご繁栄と、皆様にとりまして幸多い良

き年になりますことを祈念し、新年のご挨拶とさ

せていただきます。

新年のご挨拶新年のご挨拶

公益社団法人公益社団法人
庄原法人会庄原法人会

会長　会長　三 宅 康 文三 宅 康 文
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　新年あけましておめでとうございます。

　令和３年の年頭に当たり、公益社団法人庄原法

人会の皆様に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　昨年７月の着任以来、三宅会長をはじめ、役員

及び会員の皆様には、大変お世話になり、厚くお

礼申し上げます。

　昨年からの新型コロナウイルス感染症の感染拡

大が続く状況で、会員の皆様方との交流も十分に

できない中、公益社団法人庄原法人会におかれま

しては、税務行政全般にわたり深いご理解と多大

なるご協力を賜り、感謝申し上げます。

　特に、青年部の方々を中心とした「租税教室」

や、女性部による「税に関する絵はがきコンクー

ル」、「税を考える週間」における税務署での花植

えなど、正しい税知識の普及や納税道義の高揚に

努められてきたことは、大変ありがたいことであ

り、深く敬意を表します。

　皆様に植えていただいた花々は、今も元気に税

務署に来られる納税者の方々の目を楽しませてお

ります。

　さて、昨年は新型コロナウイルス感染症及びそ

のまん延防止のため、経営等に影響が出られてい

る会員の方々も多く、本年もさらに苦労されてい

る方々も多くいらっしゃると思います。

　国税といたしましても、こうした厳しい立場に

置かれている納税者の皆様に対して、申告期限や

納税期限の延長、納税猶予の特例の適用、個別相

談の実施などにより、皆様方の心情に沿った対応

に努めて参いったところですが、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大は収まらず、今年の確定申

告におきましても e-Tax、スマホ申告等の電子申

告や、国税庁 HP での申告書の作成・郵送、ダ

イレクト納付等キャシュレス納付の利用、国税庁

ホームページでのチャットボットや電話による税

務相談の利用等の非対面、非接触を推進していく

こととしていますので、会員の皆様はもちろん、

会員各社の従業員の皆様にもご利用をお願い致し

ます。

　このように新型コロナウイルス感染症の感染拡

大が続く状況にあっても、国税庁の使命である

「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円

滑に実現する」ということには変わりはなく、今

後も私の信条である「正直な納税者が馬鹿を見な

い税務行政」を継続し、適正・公平な課税・徴収

の実現に努めて参りたいと思います。

　私どもが課せられた使命を果たすためにも、皆

様方の力が必要であり、引き続き、税務行政の良

き理解者として、公益社団法人庄原法人会の皆様

方のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

　終わりに当たり、公益社団法人庄原法人会の

益々のご発展と、会員の皆様方のご活躍・ご健勝

を祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただ

きます。

新年のご挨拶新年のご挨拶

庄原税務署庄原税務署

署長　署長　古古
ふるふる

  谷谷
たにたに

  浩浩
こうこう

  治治
じじ
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　全法連では役員・税制委員の方々が、政府・各政党及び関係省庁に対して提言活動を実施されました。

　また、県法連と各単位会が一体となり昨年12月に各法人会役員等が地元国会議員並びに地元地方自治

体に「提言書」を持参し、改正要望事項の実現についての協力要請を行いました。

　こうした法人会の税に対する取り組みは、各界で評価されております。

行動する法人会行動する法人会
令和３年度税制改正に関する提言

12月1日　庄原市長木山耕三氏（左）へ提言書手交
三宅会長（中）と光永税制委員長

12月1日　庄原市議会議長宇江田豊彦氏（右）へ提言書手交
三宅会長（中）と光永税制委員長

木山庄原市長へ提言内容説明 宇江田議長へ提言内容説明

○
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令和３年度税制改正に関する提言（要約）

Ⅰ．税・財政改革のあり方

１．新型コロナウイルスヘの対応と財政健全化

・新型コロナウイルスは収束の見通しが立たな

いことから、その影響は長期化が予想され

る。このため、新型コロナ感染対策と経済活

性化の両立を図っていかなければならない。

とりわけ、コロナ禍の影響によって発生した

生活困窮者や経営基盤が脆弱な中小企業に

は、引き続き実態等を見極めながら効果的な

支援措置を迅速に講じていくことが重要であ

ろう。

２．社会保障制度に対する基本的考え方

・社会保障給付費は公費と保険料で構成されて

おり、持続可能な社会保障制度を構築するに

は、適正な「負担」を確保するとともに、「給

付」を「重点化・効率化」によって可能な限

り抑制することが必須である。

・社会保障のあり方では「自助」「公助」「共助」

の役割と範囲を改めて見直すほか、公平性の

視点も重要である。医療保険の窓口負担や介

護保険の利用者負担などについては、高齢者

においても負担能力に応じた公平な負担を原

則とする必要がある。

３．行政改革の徹底

・新型コロナウイルス対策についても、与野党

を含めて政治の対応が迷走しているほか、行

政も旧態依然とした仕組みによる矛盾や悪弊

が明らかになり、国民の不満と不信感は近年

にないほど高まっている。これを機に地方を

含めた政府と議会は「まず隗より始めよ」の

精神に基づき自ら身を削るなど行政改革を徹

底しなければならない。

（1）国・地方における議員定数の大胆な削減、

歳費の抑制。

（2）厳しい財政状況を踏まえ、国・地方公務員

の人員削減と能力を重視した賃金体系による

人件費の抑制。

（3）特別会計と独立行政法人の無駄の削減。

（4）積極的な民間活力導入を行い成長につなげ

る。

４．マイナンバー制度について

・マイナンバー制度は、すでに運用を開始して

いるが、マイナンバーカードの普及率が低い

など、国民や事業者が正しく制度を理解して

いるとは言い難い。それは今般の新型コロナ

対策でも給付金申請手続きの混乱などで明ら

かになった。政府は制度の意義等の周知に努

め、マイナンバーカードを活用する仕組みづ

くりに本腰を入れる必要がある。

Ⅱ．中小企業が事業継続するための税制措置

１．法人税関係

・中小企業は新型コロナ拡大による深刻な影響

を受け不安が増幅している。さらに、自然災

害による被害も多発するなど中小企業を取り

巻く環境は一段と厳しさを増しており、事業

を継続していくための税制措置の拡充等が必

要である。

（1）法人税率の軽減措置

（2）中小企業の技術革新など経済活性化に資す

る措置

法人会の「令和３年度税制改正に関する提言」法人会の「令和３年度税制改正に関する提言」

　法人会活動の主要な取り組みの一つが、会員企業からの税制改正要望を取りまとめ、国政を担う国

会議員及び行政機関に働きかけ実現させる、税制改正要望活動があります。法人会会員は中小零細企

業が中心であり、その要望を国政に届けるためには、団結した会員数で声を大きくする必要がありま

す。全国80万社の声を政府に届けることで、改正が実現した実績も多々あります。令和３年度の税制

改正要望案が纏まりましたので掲載いたします。
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（3）中小企業の設備投資支援措置

（4）役員給与の損金算入の拡充

（5）新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に

おける税制上の措置の延長等

２．消費税関係

・消費税は社会保障の安定財源確保と財政健全

化に欠かせないが、昨年10月に導入された軽

減税率制度は事業者の事務負担が大きいう

え、税制の簡素化、税務執行コストおよび税

収確保などの観点から問題が多い。

・このため、かねてから税率10％程度までは単

一税率が望ましく、低所得者対策は「簡素な

給付措置」の見直しで対応するのが適当であ

ることを指摘してきた。国民や事業者への影

響、低所得者対策の効果等を検証し、問題が

あれば同制度の是非を含めて見直しが必要で

ある。

３．事業承継税制関係

・我が国企業の大半を占める中小企業は、地域

経済の活性化や雇用の確保などに大きく貢献

している。中小企業が相続税の負担等によっ

て事業が承継できなくなれば、経済社会の根

幹が揺らぐことになる。平成30年度の税制改

正では比較的大きな見直しが行われたが、さ

らなる抜本的な対応が必要と考える。

（1）事業用資産を一般資産と切り離した本格的

な事業承継税制の創設

（2）相続税、贈与税の納税猶予制度の充実

４．相続税・贈与税関係

・相続税の負担率はすでに先進主要国並みであ

ることから、これ以上の課税強化は行うべき

ではない。なお、贈与税は経済の活性化に資

するよう、次のとおり見直すべきである。

（1）贈与税の基礎控除を引き上げる。

（2）相続時精算課税制度の特別控除額（2,500

万円）を引き上げる。

５．地方税関係

　令和３年度は評価替えの年度となるが、今般

の新型コロナは企業に多大な影響を与えている

ことから、負担増とならないよう配慮すべきで

ある。さらに、都市計画税と合せて評価方法お

よび課税方式を抜本的に見直すべきである。

Ⅲ．地方のあり方

・今般の新型コロナウイルス拡大は、東京一極

集中のリスクを浮き彫りにする一方、地方分

権化と広域行政の必要性も改めて問いかける

ことになった。そもそも地方分権化は国と地

方の役割分担を見直し、財政や行政の効率化

を図ることであり、地方活性化の観点からも

重要であることが指摘されてきた。これを機

に分権化の議論がさらに高まることを期待し

たい。

Ⅳ．震災復興等

・東日本大震災からの復興に向けて復興期間の

後期である「復興・創生期間（平成28年度

～令和２年度）」も最終年度である５年目に

入ったが、被災地の復興、産業の再生はいま

だ道半ばである。今後の復興事業に当たって

はこれまでの効果を十分に検証し、予算を適

正かつ迅速に執行するとともに、原発事故へ

の対応を含めて引き続き、適切な支援を行う

必要がある。また、被災地における企業の定

着、雇用確保を図る観点などから、実効性の

ある措置を講じるよう求める。

・また近年、熊本地震をはじめ地震や台風など

による大規模な自然災害が相次いで発生して

いるが、東日本大震災の対応などを踏まえ、

被災者の立場に立った適切な支援と実効性の

ある措置を講じ、被災地の確実な復旧・復興

等に向けて取り組まねばならない。

Ⅴ．その他

・税の意義や税が果たす役割を国民が十分に理

解しているとは言い難い。学校教育はもとよ

り、社会全体で租税教育に取り組み、納税意

識の向上を図っていく必要がある。

　掲載の文章は要約になります。提言の全文は

「全法連ホームページ」でご覧いただけます。

http://www.zenkokuhojihkai.or.jp/
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［税を考える週間（11／11～11／17）事業］

○税務研修会　11／11　庄原会場

　　　　　　　11／12　東城会場

令和2年度下期の主な事業活動状況
〈税知識普及事業〉

両会場で講話中の三上上席国税調査官

庄原会場で研修中のみなさん 東城会場で研修中のみなさん

○（11／13）税務座談会　庄原税

務署で、税務署長・統括国税調

査官・会長・理事・女性部役員

とで税務座談会実施（12名）

○（９月～１月）「租税教室実施」

〈青年部会〉（６小学校）

共催団体：庄原商工会議所・備北商工会・東城町

商工会・庄原間税会・庄原青色申告会

第１部　講師：庄原税務署　上席国税調査官

　　　　　　　　三上　勝正　氏

演題：年末調整の改正点について

第２部　講師：税理士　岡村　元治氏

演題：令和２年度税制改正のあらまし

〈＊〉庄原会場41名、東城会場12名の参加。

両会場で講話中の岡村税理士

11月13日　税務座談会
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11月13日　税広報標語入り花植えプランターの前で参加のみなさん
古谷税務署長（前列右から２人目）、三宅会長（前列右から３人目）

11月13日　税務署入口を「e-Tax」の花文字で飾った

〈納税意識高揚事業〉
○税を考える週間（11／11～11／17）広報事業（11／13）庄原税務署で、税務署長他幹部職員、会長・副会長・

顧問・理事・女性部役員等とで、税広報標語入りプランターなどに年末・初春用の花植え実施。

○（３月～４月）税制委員長から税制担当役員・

委員宛、令和３年度、税制改正要望アンケート

実施。

○（４月）公益財団法人　全国法人会総連合宛ア

ンケート送付。

○（10月）県連税制委員会で、（７月）全法連税制

委員会・（９月）全法連理事会での税制改正に

関する提言事項報告。地元国会議員並びに地方

自治体に対する提言活動について協議。

○（12／１）「令和３年度、税制改正に関する提言

書」を、三宅会長、光永税制委員長から木山庄

原市長、宇江田庄原市議会議長へ税制改正の提

言を行いました。

〈税制提言事業〉

○（Ｒ３／２～Ｒ３／３月号）庄原市の広報誌へ「税の啓発文」を広告掲載。

○（Ｒ２／12月号）庄原市社会福祉協議会「社協だより」へ「税の啓発文」を広告掲載。

〈会員増強事業〉

○随時、税務・経営研修用図書等を会員宛無料配布。

〈会員交流事業〉
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「 庄 原 の 宝 さ が し 」

　庄原法人会では、平成２４年度から地域企業発展事業として、庄原の宝さがしと題

した庄原市の「宝」を知って、まちおこしに繋げる講演会を行っています。

　「庄原の宝さがし」の目的は、庄原市出身の方に、庄原市へのメッセージを伝えてい

ただき、庄原市が活性化し元気なまちになればと考えて開催しております。

　庄原市は、人口減少で児童、生徒の減少が続く中、先ずは子どもたちを元気にする

事から元気なまちづくりに繋げていきたいと取り組み始めました。子供たちに夢を追い

求めてもらいたい、その夢を語ってもらいたい、夢を追い続ける事の現実は甘いもので

はない事も知ってもらい、本当の宝は「未来をつくる子どもたち」であり、それを育て

るため大人である私達が何をすべきかを法人会から皆さんに伝えていければ良いと考え

ております。

　庄原は中山間地で都市部と比較して、職場の種類や数は少ないかもしれないが、自

然環境など勝っているところもあり、一人一人が輝けるまち庄原で暮らしている事をもっ

と誇りに思っていきたいものです。

「庄原の宝さがし」講演会

公益社団法人  庄原法人会

第１回【平成24年度】

高野町出身で
週刊マガジンの「君のいる町」の作者 瀬尾　公治 氏

第２回 庄原格致高校出身で慶応義塾大学教授 藤谷　道夫 氏【平成25年度】

第５回【平成28年度】 庄原中学校出身で庄原市ふるさと大使 西田　篤史 氏

第３回【平成26年度】

庄原中学校出身で
北京オリンピック200m平泳ぎ出場 金藤　理絵 氏

第４回【平成27年度】

庄原小学校出身で
Ｊリーグ京都サンガ所属選手 田森　大己 氏

第６回【平成29年度】

庄原市高野町出身で
元プロ野球選手・野球解説者 小林　誠二 氏

第７回【平成30年度】 庄原中学校出身で中国電力陸上部員 清谷　　匠 氏

第８回【令和元年度】

庄原中学校出身で
太陽誘電㈱ソフトボール部 岡本　由香 氏

第９回【令和２年度】 庄原格致高校出身で落語家 林家ひろ木 氏

公益社団法人庄原法人会

　会長　　三宅　康文

地域企業発展事業
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〈地域企業発展事業〉

青本校長先生あいさつ

三宅会長あいさつ
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○青年部会活動状況

〈税知識普及事業〉

○（９月～１月）「租税教室実施」（６小学校）

青年部会コーナー

青年部会の活動状況青年部会の活動状況

田端部会員田端部会員

武田部会長

亀山部会員亀山部会員

近藤研修事業副委員長近藤研修事業副委員長

租税教室の開催

令和２年９月１日　高野小学校　　参加者13名　講師２名　田端・今岡（青年部）

令和２年９月16日　口南小学校　　参加者10名　講師２名　亀山・奥田（青年部）

令和２年11月４日　峰田小学校　　参加者10名　講師２名　武田・今岡（青年部）

令和２年11月10日　東　小学校　　参加者15名　講師２名　近藤・武田（青年部）

令和３年１月22日　板橋小学校　　参加者24名　講師２名　奥田・武田（青年部）

令和３年１月29日　粟田小学校　　参加者５名　講師２名　足利・竹田（青年部）
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女性部会コーナー

女性部会の活動状況女性部会の活動状況

〈税知識普及事業〉

○（11／13）税務座談会庄原税務署で、税務署長

他幹部職員、会長・副会長・顧問・理事・女性

部会役員とで税務座談会、併せて税広報用花植

えを実施。

〈納税意識高揚事業〉

○（７月～１月）小学生の「税に関する絵はがき」

募集、審査・表彰・展示。

16校 246点応募

庄原・東・板橋・山内・川北・高・峰田・総領・

口北・比和・高野・西城・美古登・東城・小奴

可・八幡小学校

応募作品は、11月から１月の間、各１週間毎に、

庄原ジョイフル店内及び、庄原市役所本庁・高

野・口和・比和・西城・東城・総領の各支所ロ

ビーに展示。

花植えのみなさん花植えのみなさん
左から　青木女性部会副部会長、矢吹副会長、三宅会長、糸谷女性部会会員左から　青木女性部会副部会長、矢吹副会長、三宅会長、糸谷女性部会会員

矢吹女性部会理事、和田理事　　　　　　　　　　　　　矢吹女性部会理事、和田理事　　　　　　　　　　　　　

広島カープ応援隊にて広島カープ応援隊にて

○女性部会活動状況

〈社会貢献事業〉

○（11／11）庄原市カープ応援隊で広島対中日戦

観戦（30名参加）。

〈会員交流事業〉

○（10／23）「フラワー通り花いっぱい運動」植栽活動として２ポット

担当しました。（７名）

○（12／22）庄原市中本町「ＮＰＯ法人ハート作

業所」へ石油ファンヒーター１台・電気ストー

ブ１台を寄贈。
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審査員　左から　中祖庄原税務署統括国税調査官、赤木女性部会長審査員　左から　中祖庄原税務署統括国税調査官、赤木女性部会長
　　　　　　　　三宅会長、古谷庄原税務署長　　　　　　　　三宅会長、古谷庄原税務署長
　　　　　　　　　　　　　　　　片山片山庄原市教育委員会庄原市教育委員会教育部部長、教育部部長、青木水庄会会員青木水庄会会員

絵はがきコンクール審査風景絵はがきコンクール審査風景

第12回令和２年度「税に関する絵はがきコンクール」入賞者
賞 県女連協 学校名 氏　　名

庄原税務署長賞 入選 峰田 藤　谷　彩映子

庄原市教育委員会教育長賞 比和 保　井　來　美

庄原地区租税教育推進協議会
代表幹事賞

入選 庄原 坂　本　かんな

（公社）庄原法人会長賞 入選 高 森　山　皓　太

（公社）庄原法人会女性部会長賞 庄原 渡　辺　怜　那

令和2年度（第12回）小学生「税に関する絵はがきコンクール」を実施
　一般社団法人 広島県法人会

連合会女性部会連絡協議会（以

下、略して「県女連協」）と共

催して、第12回、小学生「税に

関する絵はがきコンクール」を

実施しました。

作品の展示準備をする女性部会員作品の展示準備をする女性部会員
古谷庄原税務署長（右から３人目）、赤木女性部会長（左から３人目）古谷庄原税務署長（右から３人目）、赤木女性部会長（左から３人目）

　当会女性部会では、16校から

246作品の応募があり、入選作

品以上を庄原ショッピングセン

ター「ジョイフル」店内へ「税

を考える週間（11月11日～17

日）」中、納税貯蓄組合連合会

主催の「中学生、習字・作文」

および庄原間税会主催の「税の

標語」に併せて展示させて戴き

ました。

　また、優秀作品５点を県女連

協主催の絵はがきコンクールに

出品。２点が入選に選ばれまし

た。

　なお、作品は１月まで市役所

各支所ロビーにも展示させて戴

きました。

　来年度も、９月上旬までに

「税に関する絵はがき」を作画

してコンクールに応募して戴き

ますよう関係機関のご協力をお

願いいたします。
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令和２年度 税に関する絵はがきコンクール入選作品
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６
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庄
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庄
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総
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乃

西
城
小
６
年　

平
迫　

智
徳

西
城
小
６
年　

今
田　

和

西
城
小
６
年　

主
田　

宵

東
城
小
６
年　

佐
伯　

梨
瑚

東
城
小
６
年　

森　

陽
生

比
和
小
６
年　

加
藤　

那
奈
子

八
幡
小
６
年　

竹
本　

悠
人

板
橋
小
６
年　

岡
本　

海
藍

板
橋
小
６
年　

藤
原　

姫
花

比
和
小
６
年　

周
藤　

瑚
音

高
野
小
６
年　

藤
永　

優
依


